
星座観察用双眼鏡「星空アイ」を作ろう

なか せいざ かんさつ ていばいりつ し や ひろ

まち中で星座の観察ができる低倍率で視野の広
そうがんさょう つく

い双眼鏡を作ります。
あか なか よぞらくらほしみ

明るいまち中では夜空の暗い星が見えません。
そうがんきょう つか くら ほし み

この双眼鏡を使うと暗い星まで見えます。しかも
ひろはんいみ せいざかたち わ

広い範囲が見られるので、星座の形がよく分かり

ます．

ざいリよう

【材料】
らょつけい しょうてん

• むしめがね 2 個（直径45mm~60mm、焦点
さより てし• ど

距離1so~2oomm程度）
おう ～ ちょつけい しょうてんさより

・凹レンズ2個（直径18mm、焦点距離95mm)
えるじがたかなくゞ＇ こ つつ つか

・L字形金具2個（筒をつなげるのに使う）
こ

・スプリングワッシャー 1個
こ な が ていと’

・3mmボルト 1個（長さ 10mm程度）
こ

・3mmナット 1個
うら くろ こうさくようし まい

• 裏が黒の工作用紙 1枚

・ビニルテープ・セロハンテープ
どうぐ

【道具】
• はさみ・カッター・ペンチ・ドライバー

えん じぜんさと

• 円カッター（事前に切り取っておくとよい。）

ひつよう ざいりょう ほか くろ こうさくようし

必要な材料（この他に黒のエ作用紙）

むしめがね（眉籍、45
しょうてんきょリ

~60mm、焦点距離150~200町）

つく かた

作り方

こうさ くようし はばさ まい

工作用紙を50mmの幅で切ります。(4枚）（写真 1)
さと こうさくようし おお あ まる

切り取った工作用紙を、レンズの大きさに合わせて丸め、

むしめがねをビニルテープでとめます。 (2個）（写真2、3)

•
ノ

ス

O
ー 〇）

こうさくようし はば まいき

工作用紙を5cmの幅に4枚切る
おう とつ せつがんぷきと

凹レンスを取り付ける接眼部を切り取る

写真 1 写真2 写真3
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つつ うもがわ こうさくようし まる

(3) 筒の内側で工作用紙を丸める (2個）（写真4)
こうさくようし た,.ぶつ おお えん

(4) コンパスで工作用紙に対物レンズの大きさの円を
えん

かき、切り取ります。（円カッターでもよい）。 (2

靡I)
(5) 阻麗に置籍14mmの履鼠レンズ籠のあなを侃けます。

写真 1)
,, ? まわ

(6) 凹レンズをあなに取り付けます。（レンズの周り

をビニJレテープでとめます）
つつ こてい

(7) 詞レンズをビニルテープで筒に固定します。これ
せつがんぶ

が接眼部になります。
つつ たいぶつ つつ

(8) できた筒を対物レンズの筒にはめこみます。 （写

真5)
えるじがたかなくぐ

(9) し字形金具をスプリングワッシャーでつなげます。
つつ かなく， と つ

(10) 筒を L金具に取り付けます。（写襄6)

（ビニルテープでまきつけます）

かなく’

L金具をポルトでとめて筒を取り付ける

写真6

かんせい そうがんきよう せいざ

完成した双眼鏡で星座をみてみよう

写真4

おう うちがわつつ と つ

凹レンズを内側の筒に取り付ける

写真5
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(3) 

そうがんさょう

双眼鏡のはばを目のははに合わせます。
つつ だ あ

筒を出し入れして、ピントを合わせます。
み ざ ひ だ り あ

（右がわと左がわをそれぞれべつべつに合わせます）
ばいりつ は9し. 'が， ど
立 ;c,

呟 はんい

仙羊は1.5倍から 2倍で30度くらし”のIムしヽ 範囲が
み

見えます。

「くがん くらほし み

〇肉眼よリも暗い星が見えます。
なか せいざ かたち

0まち中でも星座の形がわかります。

- I たいようlちゅうい! Iぜったいに太陽を見てはいけません。
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